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4
月
２０
日（
金
）〜
6
月
２０
日（
水
） 

★
は
写
真
入
り
で
紹
介 

 

4
月
２３
日（
月
） 

　
★
第
2
回
山
川
・
根
占
航
路
利
用
促
進
協
議
会 

4
月
２５
日（
水
） 

　
★
か
ご
し
ま
遊
楽
館
に
お
け
る 

　
　「
さ
つ
ま
地
鶏
」の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス 

4
月
２７
日（
金
） 

　
　
子
ど
も
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

4
月
２７
日（
金
） 

　
　「
か
ご
し
ま
・
く
ら
し
」
を
進
め
る
活
動
支
援
事
業
に
係
る
説
明
会 

4
月
２９
日（
日
） 

　
　
み
ど
り
の
感
謝
祭
 

5
月
１１
日（
金
） 

　
　「
看
護
の
日
」
記
念
事
業
 

5
月
１３
日（
日
） 

　
　
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
母
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

5
月
１４
日（
月
） 

　
★
県
医
師
会
と
の
「
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
 

　
　
関
す
る
協
定
」の
締
結
 

5
月
１４
日（
月
） 

　
　
香
港
向
け
輸
出
用
和
牛
肉
の
出
荷
式
 

5
月
１８
日（
金
） 

　
★
県
総
合
防
災
訓
練
・
県
下
一
斉
防
災
点
検 

5
月
１８
日（
金
） 

　
　
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
式 

5
月
２１
日（
月
） 

　
★
第
２６
回
知
事
と
語
ろ
会 

5
月
２３
日（
水
） 

　
★
県
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
会
議 

5
月
２５
日（
金
） 

　
　
自
動
車
関
連
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
別
講
演
会 

5
月
２８
日（
月
） 

　
★
県
共
生
・
協
働
の
農
村
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会 

6
月
4
日（
月
） 

　
★
第
２７
回
知
事
と
語
ろ
会 

6
月
5
日（
火
） 

　
★
大
和
ダ
ム
竣
工
式 

6
月
5
日（
火
） 

　
　
地
球
環
境
を
守
る
か
ご
し
ま
県
民
運
動
推
進
大
会 

4
月
２５
日（
水
） 

か
ご
し
ま
遊
楽
館
に
お
け
る
 

「
さ
つ
ま
地
鶏
」の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
 

4
月
２３
日（
月
） 

第
2
回
山
川
・
根
占
航
路
 

利
用
促
進
協
議
会
 

　
昨
年
１１
月
か
ら
官
民
の
協
力
で
安
定
的
な
就
航
が
確

保
さ
れ
た
山
川
・
根
占
航
路
に
つ
い
て
、薩
摩
・
大
隅
両

半
島
間
の
地
域
間

交
流
、
観
光
、
物

流
の
活
性
化
に
よ

り
利
用
促
進
を
図

ろ
う
と
、県
、関
係

市
町
な
ど
、
１９
団

体
で
構
成
さ
れ
る

「
山
川
・
根
占
航

路
利
用
促
進
協

議
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
 

　
会
で
は
、利
用

が
低
迷
す
る
旅
客
・

乗
用
車
の
需
要
を

誘
発
す
る
た
め
、

同
航
路
の
Ｐ
Ｒ
方

策
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
を
決
定

し
た
ほ
か
、国
の

調
査
事
業
を
活

用
し
て
、今
秋
を

め
ど
に
「
山
川
・

根
占
航
路
利
用

促
進
プ
ラ
ン
」
を

ま
と
め
る
こ
と
に

合
意
し
た
。
 

　
本
年
3
月
か
ら
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
テ
レ
ビ
C
M
に
鹿

児
島
の
地
鶏
が
取
り
上
げ
ら
れ
、全
国
放
送
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、首
都

圏
に
お
い
て
「
さ

つ
ま
地
鶏
」
の
お

い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

よ
う
と
、伊
藤
知

事
が
か
ご
し
ま
遊

楽
館
に
お
い
て
、

さ
つ
ま
地
鶏
の
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
た
。
 

　
当
日
は
、知
事

と
さ
つ
ま
地
鶏
の

生
産
者
代
表
が
、

来
店
者
に
さ
つ
ま

地
鶏
の
塩
焼
き

を
振
る
舞
い
、試

食
会
も
開
催
さ

れ
た
。
試
食
会
に

は
飲
食
店
関
係

１４
社
２４
人
が
参

加
し
、
さ
つ
ま
地

鶏
の
コ
ー
ス
料
理

を
堪
能
し
な
が
ら
、

P
R
や
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
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6
月
5
日（
火
） 

　
★
大
和
ダ
ム
竣
工
式 

6
月
5
日（
火
） 

　
　
地
球
環
境
を
守
る
か
ご
し
ま
県
民
運
動
推
進
大
会 

促
進
プ
ラ
ン
」
を

ま
と
め
る
こ
と
に

合
意
し
た
。
 

5
月
１８
日（
金
） 

県
総
合
防
災
訓
練
・
 

県
下
一
斉
防
災
点
検
 

　
鹿
屋
市
で
県
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、警
察
、自

衛
隊
、消
防
、自
主
防
災
組
織
な
ど
５７
機
関
・
団
体
、約

1
4
0
0
人
が
参
加
し
た
。
 

　
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
や
合
同
救
護
・
救
出
訓
練
、自

主
防
災
組
織
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
の
ほ
か
、昨
年
7

月
の
県
北
部
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
、孤
立
化
集
落
対
策

と
し
て
、河
川
に
応
急
的
に
橋
を
架
設
す
る
訓
練
な
ど
、

実
際
の
災
害
を
想

定
し
た
訓
練
を
行

っ
た
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
来

場
者
を
対
象
と
し

た
防
災
研
修
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
応
急

救
護
講
習
、地
震

体
験
車
や
降
雨
体

験
車
に
よ
る
体
験

型
訓
練
も
実
施
し

た
。
 

　
ま
た
、
県
下
一

斉
防
災
点
検
も
5

月
8
日
か
ら
5
月

２１
日
ま
で
の
期
間

に
県
内
全
域
で
実

施
さ
れ
、
災
害
危

険
箇
所
の
点
検
を

行
い
防
災
意
識
の

向
上
を
図
っ
た
。
 

5
月
１４
日（
月
） 

県
医
師
会
と
の「
災
害
時
の
医
療
救
護
 

活
動
に
関
す
る
協
定
」の
締
結
 

5
月
２１
日（
月
）・
6
月
4
日（
月
） 

第
２６
回
知
事
と
語
ろ
会
（
長
島
町
）
 

第
２７
回
知
事
と
語
ろ
会
（
枕
崎
市
）
 

　
第
２６
回
知
事
と
語
ろ
会
が
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、約
4
0
0
人
の
方
々
が
参
加
し
た
。
農

林
水
産
業
の
支
援
策
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
質
問
・
要
望
が

あ
り
、伊
藤
知
事
と
意
見
を
交
換
し
た
。
知
事
は
語
ろ
会

に
あ
わ
せ
て
、長

島
町
の
養
殖
漁

業
や
畜
産
業
の

状
況
な
ど
を
視

察
し
た
。
 

　
ま
た
、枕
崎
市

の
（
財
）
南
薩
地

域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
第
２７

回
知
事
と
語
ろ

会

で

は

、
約

2
5
0
人
の
方
々

が
参
加
し
、道
路

や
河
川
の
整
備

な
ど
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
知
事
は
語
ろ

会
に
あ
わ
せ
て
、

枕
崎
市
の
県
立

水
産
高
校
や
地

場
産
業
の
状
況

な
ど
を
視
察
し
た
。
 

P
R
や
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
 

　
5
月
１４
日
、県
庁
に
お
い
て
伊
藤
知
事
と
米
盛
県
医

師
会
長
が
出
席
し
、「
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
に
関

す
る
協
定
」の
調
印
を
行
っ
た
。
 

　
こ
の
協
定
は
、近
年
の
全
国
的
な
災
害
の
多
発
や
、昨

年
4
月
の
高
速
船
衝
突
事
故
な
ど
を
踏
ま
え
て
締
結
し

た
も
の
で
、災
害
時
に
お
け
る
県
医
師
会
に
対
す
る
医

療
救
護
班
の
派
遣
要
請
や
医
療
救
護
班
の
業
務
、費
用

負
担
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
を
定
め
て
い
る
。
 

　
こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、災
害
時
の
県
医
師
会
に

よ
る
医
療
救
護
活
動
が
、よ
り
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
 

水産高校で生徒と一緒に授業を受ける。 薄井漁港で「鰤王」の養殖について話を聞く。 
ぶりおう 
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県
が
本
年
度
か
ら
取
り
組
む「
共
生
・
協
働
の
農
村
づ

く
り
運
動
」の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、第
1
回
目
の

「
共
生
・
協
働
の

農
村
づ
く
り
運

動
推
進
協
議
会
」

が
県
庁
で
開
催

さ
れ
た
。
 

　
協
議
会
は
、会

長
で
あ
る
知
事

を
は
じ
め
、市
町

村
や
農
業
団
体

な
ど
の
代
表
者
や
、

む
ら
づ
く
り
を

支
援
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、む
ら
づ

く
り
実
践
者
な

ど
１９
人
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
 

　
会
で
は
運
動

の
広
報
・
普
及
活

動
や
農
村
集
落

が
取
り
組
む
む

ら
づ
く
り
活
動
へ

の
支
援
な
ど
、運

動
の
推
進
計
画

に
つ
い
て
了
承

さ
れ
た
。
 

 

　
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、県
、市
町
村
、県
民
、事
業
者
な
ど
４４
団
体
で
構

成
す
る
「
県
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
会
議
」
が
設
立
さ
れ
、県
レ
ベ
ル
で
初
め
て
の
「
防

犯
」に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
た
。
 

　
会
議
で
は
、「
県
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
や
「
防
犯
指
針
」
の
広
報
啓
発
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、構
成
団
体
の
今
後
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
、活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
 

��

5
月
２８
日（
月
） 

県
共
生
・
協
働
の
 

農
村
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
 

5
月
２３
日（
水
） 

県
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
 

ま
ち
づ
く
り
県
民
会
議
 

6
月
5
日（
火
） 

大
和
ダ
ム
竣
工
式
 

　
平
成
2
年
度
か
ら
奄
美
大
島
の
大
和
村
思
勝
地
内
で

整
備
を
進
め
て
き
た
「
大
和
ダ
ム
」
は
、昨
年
度
工
事
を

完
了
し
運
用
に
向
け
た
試
験
を
行
っ
て
き
た
が
、無
事
終

了
し
運
用
を
開

始
し
た
こ
と
か

ら
竣
工
式
が
行

わ
れ
た
。
 

　
ダ
ム
の
完
成

に
よ
り
、
大
和

川
の
治
水
対
策

と
大
和
村
5
地

区
（
7
集
落
）の

生
活
用
水
の
安

定
供
給
な
ど
が

図
ら
れ
、
地
域

の
浮
揚
発
展
に

貢
献
す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
る
。
 

　
当
日
の
式
典

に
は
、
国
・
県
・

村
の
関
係
者
や

地
元
地
権
者
、

小
学
生
な
ど
約

1
0
0
人
が
出

席
し
て
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
記
念

植
樹
な
ど
を
行
い
、

完
成
を
祝
っ
た
。
 

む
　
　
ら
 

や
ま
と
 

むらづくり活動・ごちょう踊り（屋久町原地区） むらづくり活動・おはんが一番久富木大賞（さつま町久富木地区） 
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平成19年8月10日（金）まで 
かごしま夏のギフトフェア 
お中元に県産品をどうぞ！ 

に
つ
い
て
了
承

さ
れ
た
。
 

 
【鹿児島県川辺仏壇協同組合】 
〒897-0215　川辺郡川辺町平山6140-4 
TEL 0993（56）0240　FAX 0993（56）5963

プ レ ゼ ン ト コ ー ナ ー  
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上
海
文
化
の
ひ
と
こ
ま
 

　
皆
さ
ん
、初
め
ま
し
て
。
音
野
敬
子
と
申
し
ま
す
。
鹿
児
島
県
か
ら
在

上
海
日
本
国
総
領
事
館
に
出
向
し
て
、も
う
や
が
て
1
年
。
月
日
が
た
つ

の
は
本
当
に
早
い
も
の
で
す
。
 

　
さ
て
、今
年
の
中
国
は
、60
年
に
一
度
の
か
な
り
お
め
で
た
い
猪
年（
中

国
で
は
金
の
豚
年
と
い
う
）ら
し
く
、旧
正
月（
2
月
18
日
）を
祝
う
た
め

に
上
海
の
夜
空
に
上
が
っ
た
数
々
の
花
火
の
美
し
さ
に
感
動
。
花
火
を
上

げ
る
意
味
は
、地
上
に
い
る
人
間
の
こ
と
を
空
か
ら
降
り
て
く
る
神
様
に

気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
だ
と
か
。
旧
正
月
に
は
、各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
た

家
族
が
一
堂
に
会
し
、経
済
的
に
楽
に
な
る
よ
う
に
と
「
余
」
と
同
音
の

「
魚
」
、吉
が
多
い
よ
う
に
と
「
吉
」
と
同
じ
音
の
「
鶏
」
、来
年
は
さ
ら
に

い
い
年
で
あ
る
よ
う
に
と
「
年
々
高
昇
」
の
「
年
高
」
と
同
音
の
「
餅
」
な

ど
縁
起
を
担
い
だ
も
の
を
食
べ
る
よ
う
で
、子
供
は
「
紅
包
」
と
呼
ば
れ

る
お
年
玉
を
も
ら
い
ま
す
。
春
節
前
の
上
海
は
、こ
ん
な
に
大
勢
の
人
間

が
ど
こ
か
ら
沸
い
て
き
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し
た
。そ
れ
に
、

よ
く
見
か
け
た
の
が
、お
店
の
ド
ア
や
壁
に
飾
ら
れ
て
い
る
、さ
か
さ
ま
の

「
福
」
の
飾
り
。
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、さ
か
さ
ま
の
「
福
」

は
、「
幸
福
が
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
そ
う
で
、私
も
あ
や
か
ろ
う
と
早
速
鮮
や
か
な
紅
色
の
さ
か
さ

ま
の「
福
」
の
飾
り
を
購
入
し
ま
し
た
。
 

　
上
海
で
の
こ
ん
な
お
正
月
の
ひ
と
こ
ま
を
垣
間
見
て
、私
は
ま
た
ひ
と
つ
上
海
の
人
々
の
暮
ら
し
に
親
近
感
を

覚
え
、上
海
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
中
国
と
日
本
の
交
流
が
結
ば
れ
て
か
ら
35
年
と
な
る
今
年
は
、「
中
日
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
」
と
銘
打
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
中
日
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
海
で
は
、6
月
に
日
本
映
画
週
間
が
開
催
さ
れ
、13
本
の
邦
画

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
上
海
は
、鹿
児
島
か
ら
1
時
間
半
の
フ
ラ
イ
ト
で
行
け
る
「
お
と

な
り
さ
ん
」
で
す
。
上
海
と
鹿
児
島
の
人
々
が
互
い
に
交
流
し
て
相

互
理
解
を
深
め
、今
以
上
に
も
っ
と
近
い
存
在
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、こ
の
上
海
の
地
で
微
力
な
が
ら
鹿
児
島
ア
ピ

ー
ル
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
上
海
の
人
々
の
暮

ら
し
や
文
化
を
体
験
す
る
た
め
に
上
海
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

 

海
外
駐
在
員
ほ
っ
と
情
報 

磨崖仏やかくれ念仏など、昔から仏教と密接

な関係があった川辺町。この地で作られる川

辺仏壇は、豪華さと堅牢さをあわせもつ仏壇

として定評があります。木地、宮殿、彫刻、金具、

蒔絵、塗装、仕上げという7工程に分類され、

ほとんどが手作業で行われます。 

▲歴史ある建物がライトアップされた上海の夜景。 

▲縁起物、「福」の飾り。 

県内各地の“スペシャル”な 
逸品をプレゼントします。 
 

【締切】平成19年8月31日(金)必着 

植
樹
な
ど
を
行
い

完
成
を
祝
っ
た
。
 

お
と

の

け
い

こ
 

在
上
海
日
本
国
総
領
事
館
　
音
野
敬
子
 

鹿児島に全国の伝統的工芸品が勢揃い！！　『全国伝統的工芸品フェスタ』開催！　《平成19年11月8日（木）～11日（日）》 

し
ゅ
ん
せ
つ 

ユ
イ 

ジ
ー 

ニ
エ
ン
ガ
オ 

ホ
ン
バ
オ 

川辺仏壇の彫刻技術でつくった彫り物 
（田の神様orお地蔵様）2点、木地の技術 
でつくった八角盆2点の中から1点を4名様 
にプレゼント（賞品はこちらで選定します）。 

かわなべぶつだん 

き　じ 

ま　がいぶつ 

き　じ みやでん 

まき　え 
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